
 

 

令和３年度 早池峰地域保全対策事業実施結果 

１ 山開きまでの広報等の事前準備について 

新型コロナウィルス感染予防対策に伴い早池峰登山シャトルバスの運休していること、例年に引

き続き県道 25号紫波江繋線における車両交通規制や、並びに登山時の携帯トイレ持参等について周

知を図った。  

また、山頂避難小屋の春の開所準備並びに携帯トイレ回収箱を４箇所に設置した。 

（１）車両交通規制の周知並びに携帯トイレ利用推進のリーフレット等を、旅行代理店、旅行会社、

バス事業者、登山用品販売店、この他県内の山岳会、観光協会、観光施設、道の駅、高校・大

学の山岳部等、県関係機関等に送付 

（２）車両交通規制並びに携帯トイレ利用について、早池峰山登山関連情報をホームページに掲載 

（３）この他、事務局にて設置する設備、掲示物並びに行為等に関係する許可及び届出等の手続き

を経て、法令順守のもと本事業を実施 

２ トイレ問題への対応について 

（１）携帯トイレの利用促進について 

小田越登山口における携帯トイレの販売並びに携帯トイレ無人販売箱の設置（河原の坊総合

案内所、小田越管理員詰所及び山頂避難小屋）及び携帯トイレ利用ブースの設置（山頂避難小

屋及び小田越登山道 0.5 合目付近の樹林帯に簡易テントを設置）により、登山者が携帯トイレ

を利用しやすい環境を整えた。 

携帯トイレ販売数量（単位：個） 

年度 H25 H26 H27  H28 H29 H30 R1 R2 R3 

数量 4,206 4,515 3,224 3,107 2,326 2,387 2,493 779 938 

     出展：県環境生活部自然保護課調べ 

（２）仮設トイレ等の設置について 

平成 28 年の大雨により河原の坊登山道の土砂崩れ以降閉鎖し、山頂への登山客が小田越登

山ルートに集中していることもあり、６月から 10 月まで期間には仮設トイレ６基を設置する

とともに、登山時のマナーとして携帯トイレの持参の意識啓発に努めた。 

仮設トイレの設置状況 

年度 基数 期間 

R3 大用×５基（うち洋式×１基）、小用×１基 6/3～10/21 

県南広域振興局が設置管理を委託 

 

小田越登山口に設置した仮設トイレ 

資料１ 



 

 

（３）使用済携帯トイレ回収箱の設置について 

ア 設置期間 

令和３年 5月 15 日（土）から令和３年 10 月 17 日（日） 

イ 場所 

岳駐車場（トイレ入口）、峰南荘前（さわやかトイレ）、河原の坊登山口（総合休憩所前）、

小田越登山口 

使用済携帯トイレの回収状況 

年度 
回収量（個数又は重量(kg)） 

合計 
岳駐車・場峰南荘前・河原の坊登山口 小田越登山口 

R1 25.1kg 290kg 315.1kg 

R2 7.5kg 135kg 142.5kg 

R3 11.7kg 173.1kg 173.1kg 

    県南広域振興局が設置管理委託 

   

小田越登山口及び河原の坊総合休憩所前に設置の使用済携帯トイレの回収ボックス 

３ 高山植物の保護・登山道対策について 

（１）高山植物盗採防止合同パトロール 

ア 日時 

令和３年７月１５日（木）  

イ 場所 

早池峰山小田越登山道、薬師岳登山道 

ウ 参加者 

計 17 人 

内訳：岩手南部森林管理署遠野支署、三陸北部森林管理署、花巻市大迫総合支所、宮古市川

井総合事務所、花巻警察署（生活安全課、大迫駐在所）、宮古警察署生活安全課、県環境生

活部自然保護課、県南広域振興局保健福祉環境部、 

エ 結果概要 

   ・早池峰山小田越登山道等において、高山植物の盗掘等の痕跡は確認できなかった。     

ただし、双方の登山道において、シカの足跡と、シカによるとみられる高山植物の食痕が確

認された。 

（２）早池峰地域登山道合同パトロール 

ア 予定日時 

令和３年６月４日（金）    ⇒    暴風雨のため中止 

イ 予定箇所 

早池峰山小田越登山道、薬師岳登山道 



 

 

（３）早池峰地域移入植物駆除 

ア 日時 

１回目：令和３年６月 16日（水）  10 時～12時 

２回目：令和３年８月 20 日（金） ⇒『新型コロナウィルス感染症岩手緊急事態宣言』

発令（８月 12日）により中止  

イ 場所 

１回目：早池峰山河原の坊登山口から小田越登山口周辺及び県道 25号線沿い 

ウ 参加者 

１回目：29 人（県グリーンボランティア、行政機関、関係団体） 

内訳：早池峰フォーラム実行委員会、岩手県勤労者山岳連盟、早池峰の未来を考える女性

の会、早池峰グリーボランティアの会、岩手南部森林管理署遠野支署、三陸北部森林

管理署、宮古市川井総合事務所、県環境生活部自然保護課、県南広域振興局保健福祉

環境部、沿岸広域振興局保健福祉環境部宮古保健福祉環境センター 

エ 駆除植物及び数量 

１回目：セイヨウタンポポ、オオバコ 約 25kg 

オ 生育状況について 

 セイヨウタンポポの駆除を適期に実施できたことで、効果的な駆除となった。 

また、長年にわたり駆除作業を行ってきた効果もあり、県道沿いでは減少傾向を維

持しているが、登山口周辺から河原の坊総合休憩所付近にかけては、いまだに生育が

散見されることから、引き続き駆除作業の継続が望まれる。 

オオバコについては、沿道一帯に繁殖しており、年数回の駆除作業のみで根絶する

ことは困難な状況である。 

オオハンゴンソウについては、笠詰キャンプ場内、峰山荘前の駐車場付近及び岳駐

車場前県道南側を中心に繁茂していることから駆除作業を実施。これらの地点以外に

おいての生育は認められなかった。  

   

駆除対象の移入植物（特定外来生物：オオハンゴウソウ） 



 

 

４ 登山道周辺の県道 25 号線上の路上駐車対策について 

早池峰山の主要登山口である小田越登山口周辺においては、例年、駐車マナーを逸脱した自家

用車両の放置（登山客による路肩等への駐車）が散見されており、早池峰シャトルバスの運行等

への影響が指摘されていることから、関係機関の参集による現地確認と対策に係る意見交換を行

なった。 

（１）早池峰登山道高山植物盗掘防止等合同パトロールに際し、路上等駐車状況を確認 

ア 日時 

令和３年７月 15 日（木） 9 時 00 分～10 時 00 分 

イ 場所 

県道 25 号紫波江繋線の小田越登山口から東へ約２ｋｍの区間 

ウ 参加者 

計 21人 

内訳：岩手南部森林管理署遠野支署、三陸北部森林管理署、花巻市大迫総合支所、宮古市

川井総合事務所、花巻警察署（生活安全課、大迫駐在所）、宮古警察署生活安全課、

県南広域振興局土木部花巻土木センター、同遠野土木センター、沿岸広域振興局土木

部宮古土木センター、県環境生活部自然保護課、県南広域振興局保健福祉環境部、 

エ 結果概要 

登山道の安全確保と高山植物の盗掘防止を目的する合同パトロールに際して、県道 25号線

の小田越登山口周辺における路上駐車の発生状況等を確認した。併せて、道路境界部への路

上等駐車について、デリネータ設置等による抑制効果を確認した。 

パトロール実施の当日は小田越登山口周辺において路上等へ駐車する車両は確認されなか

った。小田越登山口から東側の薬師岳案内板付近の路肩及び未舗装部への駐車については、

デリネータが追加設置されて以降、自然公園保護管理員によるデリネータへのロープ敷設等

により公園地内への車両侵入は無くなった。更に東側へ下った、公園地内への駐車若しくは

路上駐車による道路交通法に抵触する可能性のある地点について参加関係者と共に確認し、

引き続き登山者に対して指定の駐車場利用を促すこととして申し合わせた。 

 

 

小田越登山口から東へ約 1.2ｋｍ付近での公園地内への駐車 



 

 

５ 早池峰クリーン＆グリーンキャンペーンについて 

【キャンペーン概要】 

例年、６月上旬の山開きから８月上旬の土日祝祭日に、小田越登山口において、ボランティアの

方々並びに関係機関等との協働による啓発活動を行っていたが、新型コロナウィルス感染予防の観

点により、いわゆる「３密」を避けるために、今年度もキャンペーンの協働実施を見送りました。 

なお、ボランティアの方々により小田越登山口において、次の活動が実施されました。 

ア 登山マナーガイドの配布及び携帯トイレの使用普及に係る啓発の活動 

イ 車両交通規制の周知並びに駐車場利用促進等駐車マナーの啓発  

ウ 登山道巡回による登山者の安全確保並びに盗掘監視、移入植物駆除及び清掃活動 

なお、令和３年度の早池峰グリーンボランティアの方々による自主キャンパーンへの参加人数は

延べ 19 名であった。 

ボランティア参加の延べ人数※（年度毎［人］） 

年度 H29 H30 R1 R2 R3 

人数 227 212 181 11 19 

 事務局調べ（※早池峰ボランティアの会の活動記録から） 

６ ボランティア活動の支援について 

早池峰地域では、平成 22年に早池峰山を活動区域とする岩手県グリーンボランティアが自主的

な組織である「早池峰グリーンボランティアの会」を立ち上げ、それ以降、クリーン＆グリーン

キャンペーンや移入植物駆除作業等の活動を行うほか、「携帯トイレサポート早池峰」による携帯

トイレの利用促進のため、普及啓発活動など行うなど、長年にわたり早池峰保全対策事業におい

て積極的な活動を継続しており、このボランティア活動が早池峰地域保全対策事業の一翼を担っ

ている。 

また、早池峰グリーンボランティアの会においては、相互の交流とスキルアップを目的とした

自主研修会を実施しているほか、繁忙期のクリーン＆グリーンキャンペーンの終了後にも自主キ

ャンペーンを独自に実施するなど、早池峰地域の自然保護及び環境保全の推進に大きく貢献して

いる。 

【早池峰グリーンボランティアの会活動状況】 

①  スキルアップ研修 

令和３年７月 25 日（日）：  研修「嶽妙泉寺と早池峰信仰の歴史」 

令和３年９月５日（日）：   早池峰地域巡り⇒中止    

令和３年９月 26 日（日）：  早池峰から見える山探訪「高下岳」 

令和３年 10 月 31 日（土）： 早池峰から見える山探訪「砥森山」  

②  自主キャンペーン活動 

令和３年８月 10 日（月・祝）携帯トイレの普及啓発活動や路上駐車対策 

令和３年９月 20 日（日）  携帯トイレの普及啓発活動や路上駐車対策 

令和３年９月 21 日（月・祝）携帯トイレの普及啓発活動や路上駐車対策 



 

 

７ 早池峰地域保全対策関係功労者表彰について 

（１）令和２年度及び令和３年度被表彰者として、以下の方々を表彰しました。 

 令和２年度表彰 

（１）曽山 久美子 氏 （早池峰ボランティアの会） 

（２）藤田 清   氏 （早池峰ボランティアの会） 

令和３年度表彰 

（１）和田 啓二  氏 （早池峰ボランティアの会） 

（２）畠山 昇   氏 （早池峰ボランティアの会） 


